
見
直
し
の
背
景

　

現
行
規
制
上
の
オ
ペ
リ
ス
ク
計
測

手
法
は
、
標
準
的
手
法
と
し
て
「
基

礎
的
手
法
（
Ｂ
Ｉ
Ａ
）」「
粗
利
益
配

分
手
法
（
Ｔ
Ｓ
Ａ
）」
の
２
種
類
が

あ
る
ほ
か
、
内
部
モ
デ
ル
手
法
と
し

て
「
先
進
的
計
測
手
法
（
Ａ
Ｍ

Ａ
）」
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
標
準
的
手
法
に
つ
い
て

は
、
オ
ペ
リ
ス
ク
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ

ー
の
代
理
指
標
と
し
て
粗
利
益
を
用

い
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
粗
利
益
は

景
気
変
動
に
左
右
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
（
景
気
後
退
期
に
粗
利
益
が
減

少
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
オ
ペ
リ

ス
ク
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
が
減
少
す

る
と
は
限
ら
な
い
）
な
ど
、
オ
ペ
リ

ス
ク
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
を
必
ず
し

も
適
切
に
反
映
し
て
い
る
と
は
言
え

な
い
と
い
っ
た
問
題
点
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
先
進
的
計
測
手
法
に
つ
い
て

も
、
信
用
リ
ス
ク
や
市
場
リ
ス
ク
に

比
べ
モ
デ
ル
化
を
行
う
際
の
自
由
度

が
高
く
、
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
の
計
測

結
果
に
銀
行
間
で
大
き
な
バ
ラ
つ
き

を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ

昨
年
12
月
に
最
終
化
さ
れ
た
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の
新
た
な
規
制
枠
組
み
で
は
、
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
（
オ
ペ
リ
ス
ク
）
の
計
測
手
法
に
つ
い
て
、
①
現
行
の
２
種
類
の

標
準
的
手
法
が
廃
止
さ
れ
、
新
し
い
標
準
的
手
法
（
Ｓ
Ｍ
Ａ
＝Standardized 

M
easurem

ent A
pproach

）
に
一
本
化
さ
れ
る
ほ
か
、②
内
部
モ
デ
ル
手
法
で

あ
る
先
進
的
計
測
手
法
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

議
論
の
経
緯
と
最
終
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
内
容
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
な
お
、
本
稿

に
お
け
る
意
見
な
ど
は
、
執
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
必
ず
し
も
金
融
庁
・
日

本
銀
行
の
公
式
な
見
解
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
い
。

金融財政事情 2018． 2．1227



う
し
た
も
と
で
、
一
部
金
融
機
関
に

つ
い
て
は
、
恣
意
的
な
モ
デ
ル
の
運

用
が
所
要
オ
ペ
リ
ス
ク
資
本
額
の
過

小
評
価
に
つ
な
が
っ
た
と
い
っ
た
懸

念
も
表
面
化
し
た
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
を
ふ
ま
え
て
、

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
（
バ
ー

ゼ
ル
委
）
で
は
オ
ペ
リ
ス
ク
計
測
手

法
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
き
た
。

標
準
的
手
法
に
関
す
る

第
１
次
市
中
協
議
文
書

　

バ
ー
ゼ
ル
委
が
２
０
１
４
年
10
月

に
公
表
し
た
第
１
次
市
中
協
議
文
書

（
注
１
）
で
は
、
見
直
し
対
象
を
現

行
の
標
準
的
手
法
と
し
た
う
え
で
、

こ
れ
ら
の
標
準
的
手
法
を
廃
止
し
、

粗
利
益
に
代
わ
る
オ
ペ
リ
ス
ク
の
代

理
指
標
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
規
模
を
採

用
す
る
一
つ
の
手
法
へ
集
約
す
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、

本
提
案
に
つ
い
て
は
、
銀
行
セ
ク
タ

ー
全
体
で
み
た
所
要
オ
ペ
リ
ス
ク
資

本
額
が
現
行
手
法
対
比
で
大
幅
に
増

加
す
る
こ
と
に
加
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
規

模
の
み
に
依
存
す
る
手
法
で
は
、
規

模
に
か
か
わ
ら
ず
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ

ル
損
失
（
オ
ペ
損
失
）
の
生
じ
や
す

い
金
融
機
関
と
そ
う
で
な
い
金
融
機

関
と
を
区
別
で
き
ず
、
リ
ス
ク
感
応

度
に
欠
け
る
と
い
っ
た
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
バ
ー
ゼ
ル
委

で
改
善
案
が
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

標
準
的
手
法
に
関
す
る

第
２
次
市
中
協
議
文
書

　

16
年
３
月
に
公
表
さ
れ
た
第
２
次

市
中
協
議
文
書
（
注
２
）
で
は
、
第

１
次
市
中
協
議
文
書
に
対
す
る
コ
メ

ン
ト
を
ふ
ま
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
規
模
か

ら
算
出
さ
れ
た
所
要
オ
ペ
リ
ス
ク
資

本
額
を
、
個
別
行
の
オ
ペ
損
失
実
績

に
応
じ
て
上
下
に
調
整
す
る
こ
と
で

リ
ス
ク
感
応
度
を
向
上
さ
せ
る
新
し

い
標
準
的
手
法
の
導
入
が
提
案
さ
れ

た
。
あ
わ
せ
て
同
提
案
で
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
規
模
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
も
、

リ
ー
ス
取
引
の
取
扱
い
等
の
修
正
が

提
案
さ
れ
る
な
ど
、
精
緻
化
が
図
ら

れ
た
。

　

ま
た
、
先
述
し
た
リ
ス
ク
ア
セ
ッ

ト
計
測
結
果
の
バ
ラ
つ
き
等
に
対
す

る
批
判
を
ふ
ま
え
て
先
進
的
計
測
手

法
の
廃
止
が
提
案
さ
れ
、
自
己
資
本

比
率
規
制
上
の
オ
ペ
リ
ス
ク
計
測
手

法
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
規
模
と
オ
ペ
損
失

実
績
を
ふ
ま
え
た
新
た
な
標
準
的
手

法
（
Ｓ
Ｍ
Ａ
）
へ
一
本
化
す
る
こ
と

が
提
案
さ
れ
た
。

　

も
っ
と
も
、
同
提
案
に
対
し
て
も
、

①
銀
行
セ
ク
タ
ー
全
体
で
み
た
所
要

オ
ペ
リ
ス
ク
資
本
額
が
現
行
手
法
対

比
で
大
幅
に
増
加
す
る
、
②
と
り
わ

け
、
所
要
オ
ペ
リ
ス
ク
資
本
額
が
損

失
額
に
応
じ
て
高
ま
る
た
め
、
巨
額

の
罰
金
等
の
オ
ペ
損
失
を
計
上
し
た

金
融
機
関
の
所
要
オ
ペ
リ
ス
ク
資
本

額
が
著
増
す
る
、
③
（
す
で
に
売
却

済
み
の
事
業
か
ら
生
じ
た
損
失
な

ど
）
現
在
の
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
プ

ロ
フ
ァ
イ
ル
と
無
関
係
な
損
失
が
所

要
オ
ペ
リ
ス
ク
資
本
額
に
影
響
を
与

え
る
、
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
市
中

協
議
の
過
程
で
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
指
摘
も
ふ
ま
え
、
新

し
い
標
準
的
手
法
の
枠
組
み
に
つ
い

て
検
討
を
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

最
終
版
の
内
容

　

前
記
コ
メ
ン
ト
を
ふ
ま
え
た
議
論

の
結
果
、
17
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た

最
終
合
意
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
規
模
か

ら
算
出
さ
れ
た
所
要
オ
ペ
リ
ス
ク
資

本
額
を
個
別
行
の
損
失
実
績
に
応
じ

て
調
整
す
る
と
の
第
２
次
市
中
協
議

文
書
に
お
け
る
提
案
の
基
礎
は
維
持

し
つ
つ
、
第
１
次
、
第
２
次
市
中
協

議
文
書
で
提
示
さ
れ
て
い
た
計
算
式

の
修
正
や
、
所
要
オ
ペ
リ
ス
ク
資
本

水
準
の
調
整
（
カ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
）
等
を
行
い
、
現
行
の
オ
ペ
リ
ス

ク
計
測
手
法
対
比
で
み
た
銀
行
セ
ク

タ
ー
全
体
の
所
要
オ
ペ
リ
ス
ク
資
本

額
の
増
加
幅
を
市
中
協
議
時
の
提
案

に
比
べ
抑
制
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
金
融
機
関
の
現
在
の
リ

ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
反
映
し
て
い

な
い
損
失
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
条

件
の
も
と
で
所
要
オ
ペ
リ
ス
ク
資
本

額
の
算
出
か
ら
控
除
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

新
し
い
標
準
的
手
法
の

概
要

　

新
し
い
標
準
的
手
法
で
は
（
後
述

す
る
場
合
を
除
き
）
原
則
と
し
て
、

下
記
計
算
式
の
と
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

規
模
部
分
（
Ｂ
Ｉ
Ｃ
＝B

usiness 
Indicator C

om
ponent

）
と
損
失

実
績
部
分
（
Ｉ
Ｌ
Ｍ
＝Internal 

L
oss M

ultiplier

）
を
掛
け
合
わ
せ

た
も
の
が
所
要
オ
ペ
リ
ス
ク
資
本
額

と
な
る
。

所
要
オ
ペ
リ
ス
ク
資
本
額
＝
ビ
ジ
ネ

ス
規
模
部
分
（
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
×
損
失
実

績
部
分
（
Ｉ
Ｌ
Ｍ
）

　

Ｂ
Ｉ
Ｃ
は
、
金
利
等
・
サ
ー
ビ
ス
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・
金
融
取
引
等
の
三
つ
の
要
素

そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
過
去
３
年

間
の
収
益
・
費
用
等
の
平
均
値

を
足
し
合
わ
せ
た
値（
Ｂ
Ｉ
＝

B
usiness Indicator

、
後
述
）

に
、
規
模
に
応
じ
た
バ
ケ
ッ
ト

ご
と
に
累
進
的
な
掛
け
目
を
掛

け
合
わ
せ
る
こ
と
で
求
め
ら
れ

る
。
一
方
、
Ｉ
Ｌ
Ｍ
は
、
過
去

10
年
間
に
お
け
る
平
均
オ
ペ
損

失
額
を
15
倍
し
た
値
を
計
算
式

に
あ
て
は
め
て
算
出
す
る
。

■
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
計
算
方
法

　

ま
ず
、
図
表
１
に
示
さ
れ
て

い
る
三
つ
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

の
３
年
分
の
平
均
値
の
合
計
か

ら
Ｂ
Ｉ
を
算
出
す
る
。
絶
対
値

を
用
い
る
項
目
に
お
い
て
は
、

ま
ず
単
年
ご
と
に
絶
対
値
を
算

出
し
た
後
、
平
均
値
を
求
め
る
。

な
お
、
廃
業
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
に

起
因
す
る
収
益
・
費
用
に
つ
い

て
は
、
各
国
当
局
の
承
認
を
条

件
に
オ
ペ
リ
ス
ク
資
本
の
計
算

対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、

控
除
し
た
収
益
・
費
用
の
額
を

開
示
す
る
こ
と
が
必
要
）。

　

こ
う
し
て
算
出
さ
れ
た
Ｂ
Ｉ

に
つ
き
、
そ
の
額
に
応
じ
て
図

表
２
の
掛
け
目
を
累
進
的
に
乗
じ
る

こ
と
で
Ｂ
Ｉ
Ｃ
を
算
出
す
る
。
た
と

え
ば
Ｂ
Ｉ
が
３
５
０
億
ユーロ
の
銀
行
で

あ
れ
ば
、
そ
の
Ｂ
Ｉ
Ｃ
は
、
10
億
ユーロ

×
12
％
＋
（
３
０
０
億
ユーロ

－

10
億

ユーロ
）
×
15
％
＋
（
３
５
０
億
ユーロ

－

３

０
０
億
ユーロ
）
×
18
％
＝
53
・
７
億
ユーロ

と
、
低
い
掛
け
目
か
ら
順
に
適
用
し
、

算
出
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

■
Ｉ
Ｌ
Ｍ
の
計
算
方
法

　

ま
ず
、
過
去
10
年
間
に
各
銀
行
で

発
生
し
た
年
間
平
均
オ
ペ
損
失
額
を

15
倍
し
た
値
を
損
失
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン

ト
（
Ｌ
Ｃ
＝L

oss C
om

ponent

）

と
し
て
求
め
る
（
注
３
）。
そ
の
う
え

で
、
Ｌ
Ｃ
と
前
記
の
Ｂ
Ｉ
Ｃ
を
用
い

て
以
下
の
計
算
式
に
よ
り
Ｉ
Ｌ
Ｍ
を

算
出
す
る
。

ILM
=
Ln

（exp(1)-1

＋（LC
/B
IC

）0.8)

　

こ
こ
で
、
Ｌ
Ｃ
が
ビ
ジ
ネ
ス
規
模

対
比
で
大
き
け
れ
ば
、
す
な
わ
ち
銀

行
の
規
模
に
比
し
て
オ
ペ
損
失
実
績

が
大
き
け
れ
ば
、
Ｉ
Ｌ
Ｍ
は
１
よ
り

大
き
く
な
り
、
逆
に
小
さ
け
れ
ば
Ｉ

Ｌ
Ｍ
は
１
よ
り
小
さ
く
な
る
。
こ
う

し
た
仕
組
み
を
用
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス

規
模
対
比
で
み
た
Ｌ
Ｃ
の
多
寡
に
よ

っ
て
所
要
オ
ペ
リ
ス
ク
資
本
額
を
上

下
に
調
整
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
最
終
合
意
で
は
オ
ペ
損

失
の
大
小
が
過
度
に
Ｉ
Ｌ
Ｍ
に
影
響

し
な
い
よ
う
に
、
上
式
の
「
Ｌ
Ｃ
／

Ｂ
Ｉ
Ｃ
」
部
分
を
０
・
８
乗
す
る

（
第
２
次
市
中
協
議
時
は
１
乗
）
修

正
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｉ
が
10
億
ユーロ
以
下
の
小

規
模
金
融
機
関
に
対
し
て
は
、
原
則

と
し
て
Ｉ
Ｌ
Ｍ
を
用
い
た
調
整
は
行

わ
れ
な
い
こ
と

と
さ
れ
て
い
る

た
め
、
Ｂ
Ｉ
Ｃ

が
そ
の
ま
ま
所

要
オ
ペ
リ
ス
ク

資
本
額
と
な
る
。

も
っ
と
も
、
最

終
合
意
で
は
各

国
当
局
の
裁
量

で
、
Ｂ
Ｉ
Ｃ
が

10
億
ユーロ
以
下
の

金
融
機
関
に
Ｉ

Ｌ
Ｍ
を
勘
案
す

る
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
。
そ
の

一
方
で
、
当
該

法
域
に
お
け
る

Ｂ
Ｉ
が
10
億
ユーロ

超
の
金
融
機
関

に
つ
い
て
は
、

各
国
当
局
の
裁

量
に
よ
り
、
す

〔図表１〕 ＢＩの算出方法

コンポーネント ＢＩ算出方法

ILDC（金利等）
Interest Lease 
Dividend

資金利益・リース・
受取配当金

{( 資金運用・リース収益－資金調達・リース費用）の絶対値、
または金利収益資産の 2.25%} のうち小さい値＋受取配当金

SC（サービス）
Services

役務取引等利益 ( 役務取引等収益、役務取引等費用）のうち大きい値

その他業務利益 ( その他業務収益、その他業務費用）のうち大きい値

FC（金融取引等）
Financial

銀行勘定 銀行勘定のネット損益の絶対値

トレーディング勘定 トレーディング勘定のネット損益の絶対値

〔図表２〕 ＢＩＣ算出の掛け目
ＢＩのレンジ 掛け目

10 億ユーロ以下（第１バケット） 12%
10 億ユーロ超～ 300 億ユーロ以下（第２バケット） 15%
300 億ユーロ超（第３バケット） 18%
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べ
て
の
金
融
機
関
に
対
し
て
一
律
に

適
用
す
る
か
た
ち
で
Ｉ
Ｌ
Ｍ
を
勘
案

し
な
い
（
Ｉ
Ｌ
Ｍ
＝
１
と
す
る
）
扱

い
も
最
終
合
意
で
は
許
容
さ
れ
て
い

る
。新

し
い
標
準
的
手
法
に

お
け
る
損
失
デ
ー
タ

　

所
要
オ
ペ
リ
ス
ク
資
本
額
の
算
出

に
オ
ペ
損
失
額
を
用
い
る
に
あ
た
り
、

最
終
合
意
で
は
、
こ
う
し
た
算
出
の

基
礎
と
な
る
損
失
デ
ー
タ
の
要
件
や

取
扱
い
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。

■
損
失
デ
ー
タ
の
要
件
・
管
理
体
制

　

新
し
い
標
準
的
手
法
で
計
測
に
用

い
る
オ
ペ
損
失
デ
ー
タ
は
、
資
本
計

測
の
適
切
性
を
担
保
す
る
た
め
、
以

下
に
示
す
条
件
を
満
た
す
年
次
デ
ー

タ
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
損
失
の
特
定
、
収
集
、

取
扱
い
に
関
す
る
手
続
が
文
書
で
規

定
さ
れ
、
事
前
検
証
お
よ
び
定
期
的

な
内
部
・
外
部
監
査
を
受
け
て
い
る

こ
と
、
す
べ
て
の
主
要
業
務
お
よ
び

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
が
カ
バ
ー
さ
れ

て
い
る
こ
と
等
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
収
集
さ
れ
た
オ
ペ
損
失
デ
ー

タ
に
つ
い
て
は
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
の
損

失
事
象
（
イ
ベ
ン
ト
タ
イ
プ
）
別
に

分
類
で
き
る
よ
う
、
文
書
化
さ
れ
た

基
準
を
設
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
金
融
機
関
に
は
こ
う

し
た
オ
ペ
損
失
デ
ー
タ
の
包
括
性
お

よ
び
正
確
性
に
つ
い
て
、
独
立
し
た

審
査
プ
ロ
セ
ス
を
設
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

■
損
失
デ
ー
タ
か
ら
除
外
可
能
な
損

失
　

オ
ペ
損
失
デ
ー
タ
の
う
ち
、
現
在

の
オ
ペ
リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
に
無

関
係
で
再
発
可
能
性
が
な
い
と
判
断

さ
れ
る
例
外
的
な
損
失
に
つ
い
て
は
、

当
局
が
設
定
す
る
一
定
の
閾
値
を
超

え
る
場
合
、
以
下
の
条
件
を
満
た
せ

ば
資
本
計
測
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
現

在
の
オ
ペ
リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
に

無
関
係
で
あ
る
こ
と
、
控
除
す
る
こ

と
に
つ
い
て
当
局
の
承
認
が
得
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
一
定
期
間
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
計
上
さ
れ
、
控
除
し
た
損
失

の
総
額
お
よ
び
件
数
が
開
示
さ
れ
る

こ
と
、
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
オ
ペ
リ
ス
ク
に
関
す

る
保
険
金
が
支
払
わ
れ
た
場
合
や
誤

振
込
金
の
組
戻
し
等
に
よ
っ
て
損
害

額
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
実
際
に
填

補
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
ぶ
ん
の
相

殺
が
認
め
ら
れ
る
。

■
収
集
が
必
要
な
損
失
デ
ー
タ

　

所
要
オ
ペ
リ
ス
ク
資
本
額
算
出
に

あ
た
り
、
オ
ペ
損
失
デ
ー
タ
へ
の
計

上
が
求
め
ら
れ
る
の
は
ネ
ッ
ト
ベ
ー

ス
で
２
万
ユーロ
以
上
の
オ
ペ
損
失
と
な

る
（
基
準
値
に
つ
い
て
は
、
各
国
当

局
の
裁
量
で
10
万
ユーロ
以
上
と
す
る
こ

と
も
可
能
）。
た
だ
し
、
こ
の
ほ
か

に
も
、
グ
ロ
ス
ベ
ー
ス
で
の
オ
ペ
損

失
額
、
オ
ペ
損
失
事
象
の
発
生
時
点

・
発
覚
時
点
・
会
計
処
理
時
点
に
関

す
る
情
報
、（
前
述
の
）
保
険
金
の

支
払
い
や
誤
振
込
金
の
組
戻
し
な
ど

に
よ
り
損
失
が
填
補
さ
れ
た
場
合
に

お
け
る
回
収
額
、（
損
失
額
に
応
じ

て
詳
細
な
）
オ
ペ
損
失
の
発
生
要
因
、

と
い
っ
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
収
集

が
求
め
ら
れ
る
。

■
オ
ペ
損
失
の
範
囲

　

他
の
リ
ス
ク
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
の
関

係
に
お
い
て
は
、
信
用
リ
ス
ク
に
関

連
す
る
オ
ペ
損
失
事
象
の
う
ち
、
信

用
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
計
測
に
用
い
ら

れ
る
損
失
事
象
（
た
と
え
ば
、
災
害

に
伴
う
債
務
者
の
信
用
力
低
下
か
ら

生
じ
た
損
失
等
）
は
オ
ペ
損
失
デ
ー

タ
か
ら
控
除
さ
れ
る
。
一
方
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
リ
ス
ク
に
関
連
す
る
オ
ペ
損

失
事
象
（
た
と
え
ば
、
権
限
外
の
不

正
な
市
場
取
引
か
ら
生
じ
た
損
失

等
）
は
、
オ
ペ
損
失
デ
ー
タ
か
ら
控

除
さ
れ
ず
、
オ
ペ
リ
ス
ク
と
し
て
捕

捉
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

■
経
過
措
置

　

新
規
制
の
実
施
時
点
に
お
い
て
前

述
の
要
件
を
満
た
す
過
去
10
年
分
の

十
分
な
オ
ペ
損
失
デ
ー
タ
が
な
い
場

合
に
は
、
経
過
措
置
と
し
て
、
過
去

５
年
分
の
デ
ー
タ
で
代
替
す
る
こ
と

も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
過
去

５
年
分
の
デ
ー
タ
も
確
保
で
き
な
い

場
合
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
規
模
部
分
の

み
が
所
要
オ
ペ
リ
ス
ク
資
本
額
と
な

る
。
こ
の
点
、
現
行
先
進
的
計
測
手

法
に
よ
り
計
測
を
し
て
い
る
金
融
機

関
は
、
先
進
的
計
測
手
法
に
お
い
て

も
す
で
に
過
去
の
損
失
デ
ー
タ
の
利

用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
う

し
た
経
過
措
置
の
対
象
と
な
る
こ
と

は
想
定
し
が
た
い
。

開
示
義
務
の
明
確
化

　

最
終
合
意
で
は
、
Ｂ
Ｉ
が
10
億
ユーロ

超
、
す
な
わ
ち
Ｉ
Ｌ
Ｍ
の
計
算
対
象

と
な
る
金
融
機
関
は
す
べ
て
一
定
規

模
以
上
の
オ
ペ
損
失
実
績
を
開
示
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
局
裁
量
で
ビ

ジ
ネ
ス
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
Ｉ
Ｌ
Ｍ
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を
勘
案
し
な
い
法
域
の
金
融
機
関
に

つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｂ

Ｉ
が
10
億
ユーロ
以
下
で
あ
っ
て
も
、
当

局
裁
量
に
よ
り
資
本
計
測
に
Ｉ
Ｌ
Ｍ

を
勘
案
す
る
場
合
は
、
開
示
義
務
の

対
象
と
な
る
。

　

各
金
融
機
関
は
、
Ｂ
Ｉ
算
出
に
用

い
る
過
去
３
年
分
の
計
数
お
よ
び
オ

ペ
損
失
に
関
す
る
過
去
10
年
分
の
デ

ー
タ
の
開
示
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た

前
述
の
と
お
り
、
廃
業
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
に
関
す
る
収
益
・
費
用
の
う
ち
Ｂ

Ｉ
の
算
出
か
ら
除
外
し
た
も
の
や
、

現
在
の
リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
に
無

関
係
な
損
失
と
し
て
オ
ペ
損
失
デ
ー

タ
か
ら
控
除
し
た
損
失
に
つ
い
て
も
、

開
示
の
対
象
と
な
る
。

本
邦
金
融
機
関
へ
の
影
響 

　

今
回
の
最
終
合
意
が
本
邦
金
融
機

関
の
所
要
オ
ペ
リ
ス
ク
資
本
額
に
与

え
る
影
響
は
金
融
機
関
ご
と
に
ま
ち

ま
ち
で
あ
る
が
、
本
邦
金
融
機
関
は

一
般
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
規
模
に
比
し
て

オ
ペ
損
失
実
績
が
少
な
い
こ
と
や
、

小
規
模
金
融
機
関
へ
の
Ｂ
Ｉ
の
掛
け

目
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

ふ
ま
え
れ
ば
、
現
行
の
標
準
的
手
法

対
比
で
著
し
く
増
加
す
る
こ
と
は
な

い
と
見
込
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
オ
ペ
リ
ス
ク
資
本
の
計
測

に
必
要
な
損
失
デ
ー
タ
の
適
切
な
蓄

積
お
よ
び
管
理
は
、
各
金
融
機
関
の

リ
ス
ク
管
理
能
力
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
強

化
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
損
失
実
績
等
に
関
す
る
情

報
開
示
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
金

融
機
関
の
オ
ペ
リ
ス
ク
に
関
す
る
一

層
の
透
明
性
の
向
上
に
つ
な
が
り
う

る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
）１　

第
１
次
市
中
協
議
文
書
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ

ル
・
リ
ス
ク
に
係
る
標
準
的
手
法
の

見
直
し
案
」（
本
誌
15
年
３
月
２
日

号
）
お
よ
び
「
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督

委
員
会
に
よ
る
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ

ル
・
リ
ス
ク
に
係
る
標
準
的
手
法
の

見
直
し
（
市
中
協
議
文
書
）」
お
よ

び
「『
健
全
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル

・
リ
ス
ク
管
理
の
た
め
の
諸
原
則
』

の
実
施
状
況
に
関
す
る
ピ
ア
・
レ
ビ

ュ
ー
結
果
の
公
表
に
つ
い
て
」

（http://w
w

w
.fsa.go.jp/inter/

bis/20141009-2.htm
l

）
を
参
照
。

２　

第
２
次
市
中
協
議
文
書
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、「
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監

督
委
員
会
に
よ
る
第
二
次
市
中
協
議

文
書
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス

ク
に
係
る
標
準
的
手
法
」
の
公
表
に

つ
い
て
」（http://w
w

w.fsa.go.jp/

inter/bis/20160307-1.htm
l

）
を

参
照
。

３　

第
２
次
市
中
協
議
文
書
で
は
、

高
額
の
損
失
事
象
に
よ
り
大
き
な
係

数
が
適
用
さ
れ
る
枠
組
み
と
な
っ
て

い
た
が
、
最
終
合
意
で
は
単
一
の
係

数
（
15
）
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
（
後
述
す
る
０・
８

乗
と
同
様
に
）
オ
ペ
損
失
の
大
小
が

過
度
に
Ｉ
Ｌ
Ｍ
に
影
響
し
な
い
た
め

の
対
応
で
あ
る
。

し
ま
む
ら　

ゆ
う
こ

06
年
京
都
大
学
法
学
部
卒
、
08
年
同

大
学
大
学
院
公
共
政
策
教
育
部
修
了

（
修
士
）。
17
年
８
月
か
ら
現
職
。

か
わ
う
ち　

し
げ
お

02
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
、
04
年
同

大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
課
修

了
（
修
士
）、
08
年
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス

タ
ン
大
学
修
了
（
Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．）。
14

年
８
月
か
ら
金
融
庁
監
督
局
総
務
課

健
全
性
基
準
室
課
長
補
佐
、
17
年
９

月
か
ら
現
職
。

や
な
い　

か
な

04
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
、
10
年
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校

修
了
（
Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．）。
17
年
６
月
か

ら
現
職
。
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